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１）健康成人 10名の洗髪後 1～3日間の各日の頭髪および頭皮の細菌数およびトリグリセリド（TG） 
量の測定，走査電子顕微鏡画像による観察を行った．分析サンプルは，頭髪と頭皮の拭い液とし，被
髪頭部を 7区分した各場所から採取した．細菌数は Real-time PCR法で測定し定量化した．ターゲッ
トにした細菌は，Staphylococcus aureus，Staphylococcus warneri，Staphylococcus capitis, 




健康成人の頭髪からは S.warneri を除く 4 種類，頭皮からは 5 種類全ての細菌が検出された．患者



















1 週間に集中治療部で看護師が行っている洗髪の総回数は，1～4 回が 285 施設(77.4％），5～9 回が
56 施設(15.2％)であった．洗髪シート(オムツを含む)使用経験者は 283 名(74.7％)，ケリーパッド使
















健康成人 5 名の左右の側頭部に対して，片側を 5 回，反対側を 10 回，ブラッシングを行い，前後の
細菌数と TG量の測定，走査電子顕微鏡による観察を行った．効果は，実施後値／実施前値で変化率を
算出（実施後に減れば 1以下となる）して，変化率の差を Wilcoxon の符号順位検定で分析した．
その結果，肉眼的に見える落屑は除去できる傾向がみられたが，走査電子顕微鏡でしか確認できない小
さな落屑や皮脂は除去されず，細菌数の平均変化率は 5回が 1.00±0.02，10回が 0.97±0.03で，回数
による有意差はみられなかった．  
２．毛髪の揺らし方の検討 
調査 1で検出率が高かった S.epidermidisを付着させた人毛の毛束（直径 1.5㎜，長さ 3㎝，1/3
部分を糸で結束．以下，毛束）を 37℃の滅菌蒸留水 100mL入りシール容器に入れインビトロシェーカ
ーで，50r/min（緩やかな揺らし方），100r/min（激しい揺らし方）で，30秒間，60秒間揺らした．
Real-time PCR法で，揺らす前後の細菌数を測定して，変化率の差を Wilcoxon の符号順位検定で比
較した．その結果，各 10サンプルのうち，変化率が 1以下（減少）になったものは，30秒間では，






で 30 秒間揺らした後に温水を破棄する方法（交換 1 回），交換 1回後に新しい温水を加えさらに 30 秒
間揺らして温水を破棄する方法（交換 2回）を比較した。湯中での揺らしが 1回と 2回について，それ
ぞれ前後の細菌数を Real-time PCR 法で測定し，変化率の差を Wilcoxon の符号順位検定で比較し
た．また，温水をかけ流して洗浄を行う方法として、スライドグラスに固定したサンプルに 37℃の滅菌























頭髪の細菌は，湯をかけ流す方法では湯量が 10L と多くても平均変化率は 2.24±0.63 で減少せず，
10L の湯を用いて溜め湯のなかで頭髪を揺らした後に流す方法で平均変化率 0.34±0.11 となった．頭
髪の TG 量は，湯の流し方に関わらず，湯量が 10L と多い方が減少する傾向がみられた．頭皮の細菌は
どの方法でも変化率が 1 を下回ったが，湯量が 10L では 0.09±0.02 で，5L の 0.32±0.07 より変化率












































































副論文として提出された「Dissemination of Staphylococcus warneri in the Hair of ICU Doctors. 
(Advances in Microbiology, 5, 599-603，2015)」と「Properties of A High Rate of MRSA Colonization 
in the Nasal Cavity of Intensive Care Unit Doctors.（Int J Med Res Health Sci, 5(1)，19-22，
2016.）」の 2篇は，研究目的に対して適切な研究デザインで，論旨も一貫している論文と評価した． 
以上のことより，本学位審査委員会は，提出された本論文が愛知県立大学大学院看護学研究科博士後
期課程の学位に関する内規第 16 条 2 項の審査基準を満たしており，看護学領域の論文として，実践・
研究・教育の発展に寄与する学術上価値のある論文であり，論文提出者である社本氏が看護専門領域に
おける十分な学識と研究者としての能力を有することを確認したので，博士（看護学）の学位を授与す
るに値するものと全員一致で判断した． 
 
 
